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要旨	
 

	
 水田における水管理の違いが温室効果ガス放出,及びイネ品種 IR24 の収量に及ぼす影響

について調査した.	
 水管理区は中干し期間を除き常時湛水を行う湛水区と，落水日数 2 日

の間断灌漑を取り入れた複合区の 2処理を 3反復ずつ設けた.イネの生育状況として,茎数,

草丈,及び SPAD 値（葉緑素含量）を測定した.また,土壌溶液中のイオン濃度も測定し,温室

効果ガス放出や収量との関係を考察した.調査の結果，栽培期間中のメタン（CH4）と亜酸

化窒素（N2O）の積算ガスフラックスは複合区において湛水区の+28％,玄米収量は複合区に

おいて湛水区の+4％であった．	
 

	
 

1. はじめに	
 

	
 本研究は,2012 年に工藤ら,また 2013

年に下大園らが行った実験結果を踏まえ

行う.2012 年の実験では,ジャポニカ米

のキヌヒカリを用い,湛水区,間断灌漑区,

及び複合区の 3 つの処理区を設置した.

結果は玄米収量において複合区が湛水区

の+9％となり,移植後 1 週間後から中干

し期間を除き間断灌漑を行った間断灌漑

区では,湛水区の-40％であった.これら

から移植後 1 週間で間断灌漑を始めるこ

とはイネに水分ストレスを与え収量を減

少させると考えた.また,間断灌漑を行う

ことで土壌が好気的になり,硝化により

硝酸態窒素の発生が大きくなることを予

想し,好硝酸態窒素品種である IR24 を今

年度の実験では使用する.移植後一ヶ月

の湛水期間がイネの収量にどのような影

響を与えるかを調査することと，工藤ら

の実験で使ったキヌヒカリと比較するた

めに IR24 の収量を調べることを目的と

する．またガスフラックスを測定し,水管	
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表 1	
 複合区と湛水区の水管理	
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理の違いにより地球温暖化ガス放出

にどのような変化を生むか調査す

る.	
 

2. 実験方法

	
 実験は神奈川県川崎市に位置する

明治大学内にある 6 基のライシメー
タで行った．水管理は，湛水区と複

合区の 2 つの水管理区をそれぞれ 3
反復設けた（表 1）．栽培品種は IR24
を用い，育苗開始後 11 日苗を 6 月
18 日に移植した．株間は 25×25 cm
（栽植密度 16 株  m-2）とし移植方

法は 1 本植とした．収穫は移植後
132 日目の 10 月 27 日に行った．測定は週に 1 度の頻度で正午に行った . 
3. 結果と考察

	
 栽培期間中の CH4と N２O	
 フラックスの変動を図 1,2 に示した.CH4フラックスは移植後 34

〜45 日の中干し期間中に,高い放出を示している.これは中干し前に発生した CH4 ガスが水

田の水が引いたことで大気へと放出されやすくなったために見られたものと考えられ

る.CH4 の積算ガスフラックスでは,複合区が湛水区の-47％という結果になり間断灌漑を取

り入れた水管理が CH４ガスの放出を抑制することを示した.一方 N2O の積算ガスフラックス

は,複合区ではプラスの放出を示したのに対し湛水区ではマイナスとなり放出よりも吸収

の方が多いという結果となった.それぞれを地球温暖化係数で CH4 は 25 倍,N2O は 298 倍し

（IPCC,	
 2007）CO2 換算したものを合計すると,湛水区が 18.2（gCO2	
 m
-2	
 period-1）,複合区

が 23.5（gCO2	
 m
-2	
 period-1）となり複合区で湛水区よりも 29％多くの温室効果ガスを放出

した.間断灌漑を取り入れた複合区では,CH４の放出を抑制するが,N2O の放出を促進した.	
 

	
 玄米収量は複合区で湛水区の+4％であった.穂数，および千粒重においては 1〜2%程度湛

水区の方が複合区よりも高い値を示したが，一穂籾数において複合区が湛水区よりも 8.6%

高くなったことが 4%の増収につながった．しかしながら標準偏差を考えると，必ずしも有

意な結果であるとは言えない（表 2）．	
 

今後,間断灌漑により収

量をあげるイネ品種や,

温室効果ガス放出を抑え

る水管理法を検討してい

く.	
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表 2	
 収量構成要素	
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